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IAOI 環坑迫稚錆11) 11]}半世紀

（公療往生院）山県 登

はし＂めに 紹和2.~年 3 月 1 日l:..、キニ瑶旗（こおける米国の大型核実験と沖五福竜丸の槍統
という争件があ遠．もれ以来およそ凹辛世如冴退して 初闊：；的くした環t党放雌
屁災叫た彗の乃く力＼｀｀栄ー終から退くと豆に 多くの新進気俄の研究者を迎え3 ：：ヒヒ
応た。沈22. I目放射化券討論令て、奇沼滋射能シンオ、゜ゾウムが函上げられたこ吋キ含 lご，環
境旅射能夕析の四半世紅l＝わ T：：： 3 委連を 主として分析の月的と 1劾竺っ｀けて 後付けてみ
たりと思ぅ．この時鞘を かりに夕ttてみ 3 と ビキニ 8釈 フォー 1レアウト時代｀薄放
特時代｀ そして 終•合時代の畑つにな 3 のていはないた••3 うが．

1 ヒ｀・キニ時代'
砕直3 月 14-日に まく｀’冗卸ね福竜丸ヵ＼＂静l輝焼シ拿市鴻尭し安鉱知顧

不 8月吋祠い項該いたことから 棺約線骨吋欠鉗繕(::裕 lょ｀｀〈していたこ Y がわかりね
休ゃ漁病物にも方妙環汚咲があ 3 ことが半l 睛した．見が 1 :r.l:.白 ll 裟夕末て＂あ 3 巧祭物につ 1 9 

て 核＃紺が多く心研究者：：よって行なわれた力＼•• GM カウンクーしが 1更えなか迂当
釦は畔蒻遠吋打が＂不可欠て｀’あった．っデヽ 1 て 1司算 5 月に'* 1殻腺丸（沖 1,t>)
饂＂キニ海t約頌けんされ FP 以外 1: 65'Z11,な”'涌の内巧 I：：：存汀見され 3 こ't. Y. f;.., 
た．また陸上"1.'は 3 月 6 N 7 日に伊良湖岬吋条., E 、チリ＂に汲射熊ヵサ紐之れたのを
ばし‘少心して 放身環珈＼‘‘条地て潅紐I され 3 ようになったぶ この町や特徴,t輝
にいえば'‘'痰袴の固定‘・て、あり 放射熊 It "カウンド数”て＂坪｛西されたということが心
よう．

2 フォー 1レアウト砕代｀
咋31 算 1 月 知蜘1-:./原子力令臣全 およサ涛：み力／匂A\.i足立 2 れ 5 月 1＝斜ほ枝術）手
が烙足したが同年 10 月に放射桂訊含体、令'/ぶ整侑され 3 ことになり 翌J2与には約坊
に放射紅成甚準Ih令展会か｀．穀 '7 られて いわゆ 3 マニュ 71レのオ 1 今 r叫淮;JI/魏
が作られた．砕33 句に放射綿紐·知1·'匁足すう Y ともにそ濤釦—っ四＂あ a 浪射
年9,I定＋r会Jヵ(•これを 1且当オ 3 こと Y ほり 現在に至.,て II 'J • 
走た 昭和31 年秋 I：：ニューヨーク可奇かれた 国逹科岸令母会 (UNSCEAR) バ椒

にも心｀・き 環使坦1能の評倍 9二 1古含放紅訳｀けて、なく 主として＂゜Sr 'c:: ,3な疇核
箱のキュリー数を求あ 3 ：：：とり＼＂沙字 という.<fl/断から 全I\‘｀ータ放印且｀よか｀’qosY Y 

137Cs 心l 定を中\'..''(した フォー 1レアウト韻査の特代に入 3 ことと知た．
料訪直—祖f.I:.の放射桂詞含膏‘C して 詔加32 与虔 Iご 3 2.0 0 万が直しな伍紐
された力＼＂条雀が分担ど者？直序視へ碕託ヵゞさめられた．知の後日；和36年？月ソむ
核虹紅湘笠与…米国 1：：：よ這~ 31与の中国によ 3 呻厄’の樋ゃ新た，：： 1311 を

やま力＼＂t~ "'> Iま．．3
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厨上げ｀ 3 豆疇紅あった力＼．．口舶彰誓評｛防t gh拉した放射紺芍（＃今日羨て＂
続いてい'3.

：：：れとは別に 文卸省斜労荷究索 l：：よ 3 統合研究は ビ・キニ第1年を梵桟；•'Cして 6咋2~
年府に向ぉされのぢ l吋我研究として甚冴．から佳物泉ほ伍ダ社会m" 広,~--
知わたって放身湛霞l墳）す 3 澗骨研党ぷ長年にわたっ 1行なわれた．この蒔代’,:
分析マニュ 7,II Y して街1定されたの（杖 qoSY I 1)7cs つ＼べ｀‘／3/r て＂あ 3.

3 知姪紐代＇
昭和41 年魔 わ疇舜初這が力器育所がi象豹し l点し｀｀めたのて＂あ 3 が＼‘＼犀処理旅itの

設置計画心虹してせたのにかん力＼｀み片．チカ令免会は 低レ＾叫房紀海洋放出今
寄評価：：m 叶↑なテ•:...タを得•3 ため掴査研炭ォ＼．．伐｀ I卑ずあ 3 Y し これに応じ＇て（財）
原手が狂研究協含に卜畔1訊啜這半紐訓釦邦II 令伶食 (3魯放特）」 A‘．設置士れ
5 が与にわた項査研究ヵ9行なわれた．えのため環浅辺湘 I可れが研究者のクくは
主 Y して海洋 1召厨 3 問題 I：泊岳力を狂ぐことになった．
分析に（行すJ P洟 Y し這坑処理庵液噂捻から唸Y" 13をs のゲ r言らず新豆棧

将 Y して 106R~ 吃r”NI, あ 3 ヽ I Iす/Y.Y. ce が浅t gされ 3 こ Y となった．尋処速切打苅
弔ない 6\" この吟代 1素.r rt"られた 1亥袴 Y して 府、キカ心It植：：巾逢しての ‘°Co 力＼＂ぁJ.
したガ＼＂って この諸·代に分析マニュア 1レとして制定士れ、たそのに上養じの核袴4\••あり さら

にガシマ線ス＾°クトロメトリの進少に応し＇•いわ中 3 桟幕冷祐｀玄に南す 3 もの d\••あ a.
さらに分析液り進歩 改良に応しいて 90SY 137C5 ぢ K'(}• 131I I»....杓枯、の政知ゞ行なわれて
I. I~• 

こ叫埒代 lょ 々桟'C L て（土屏処理の字含暮含であったか‘．士 Y して遠冴 I＝目りぐ向けられ，
た B手代とい 9 てよいて••あぅう．

4 続合叩＃代・

こ＂（斎近や姜.,た 1丈冷＼りt考たてとい．，総合の時代は 自然放射線＾見邑しから 1よし'’ぽ
って原和力幣Iiも吐り再処理庵吾物処ケキ訊融合知rJ I手が I＼向紐I希存在し
ぁるいは放釦れようとす 3 す＾．．て妬放射f生物侑を、総体的に把あくしよ）とが埒代
て＂あ 1. あまりにも海に片よ-,ていた月 1太 陸 I：も向けられはけれは｀・ならす＂ トリ十ウム
や超ウラン元索 あ 319 は自tを放射l荏核種に毛 見我レがな IId＼牛食討jれなけれ（太＂たらな
ぃ，このような：：とから 分析マニュア 1 レ 'C して すて．．に検討がはじ＇まったもq 1-:. トリ

ナウム研析法 70,レトニウム1jj枷去 ウランケ析法桟＇恩ク析のたあの市処讀シ考生内ガ＇
ンマ絲 rJ.'l.`’’‘`'あり今伶吐ますます放射化梓研戻者の肉与ヽゞ望まれ ""(11~ 0)て＂あ 3.
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IA02 環境放射能の Y線スヘ°クトロメトリー：ルーナン（くお 1わ5 現択

日本介枡センター 野口正岳

ルーケン（史嵩業務）の環境試料·Y緑スヘ°7 トロメトy -KIす炊フかの）紅透妾があリ．
それら 1-a:主と［て渕史試料の夕私紹 1丸原因 11'•ある。すぷわち．
Q)測良試料l狂紅疇々炉呑積をもっ囮訊試料であリ．個々の試‘料ぐと I"焚付習町
茶件が夏なる。一般 lく心か1]ヽの克められ r請試料帝羞、を用いて．該沖切屈さ（ふ） 1て
灰 l‘｀て勅窄の神｀正も行う。
b) 痩ば対麟釦液＜． l かも一般 1＜放射熊が18 ぃ K が叫譲の Y線 lくふる紡喜 1環希
とりる．倒たは｀’． 54Mn(834.8 keV)Iくおいてi"J 228Ac(~30.5, 835.7, HO.~ keV) が，
母 K. 137es(661. 6 keV) 1くあ＇いて lさユ14 い (6CS. 5 keV) が訪営核花となる。

c..)マトリックス（試洟輝惰）の科襄ぁ‘よび~ 0)見か 1濃残が梱々の試‘料ざと I, 累〇る K
め． Y 緑の§乙汲吹がそれそれ翼なる。入すか 1勺分類して叶ると次のふう 1, t;,:も
イ）這試（和和虹） : 1 、 1 ! O 、 4 ~/cmうの範囲で•広く分布
ロ）反化掬試料 臭更数（ヒトア＇如）あ＇）ぴ海溌殻： 0.8 .t o,3ピ } Fだし同和のもので｀は

＂殻ぉ｝炉ぽ ; 0、 6 ! 0.3i/cll'?> J tjO i,浪知.-致
ハ）化営況殿（焚水．海水tjど） : 況殿菊 1~ Jコて臭り• 5. 

：：：）その他．水．姜究残痘ぅぽ、イオン交硬樹膵りと‘‘
4) 測定容暴l:'. l て双格化され K ものがないため．標叩塔棧線源の入守か祖灘で•ある．

(I) 現在．）レーケンと［て環境．訓料の Y條スヘ゜ 7 トロメト') -E 行っている猿関のケ•
ルて吟ム和喜体スペクトロメ- J 11概旭次の 3 うり I迎祁ももフている。
0..)和対劾中 (Eret ()..t 25 e.l'I¥. +o..-1332 keV) 11 10~20¾ のもの応ほとんどで•• 20¾ 以上
のものも便われているが． G- e 結『1l の世径はさが）l\ さく項効立体向が/~ヽさい． その”
俗エネル芍．—牧武t-'のヒ0 - J厨はそれ 11 崎くり‘らt;i: v,. tたのみで• 1すり＜、 122keV

(57 Co)" おり 3 的（舟扉 11 E reL の 10"'I這）をも方慮． T --\•'さである．
b) エネルャー分解餌 1-- フいて｝さ． FWHM (for 1332 keV) ll la と人どが2. keV 計後、であリ

、 FWTM 11 fWH M 0 ll ゞ 21音蒻である． ヒ°-7 訪状：の対杯牲はヒ° -7 肝枡の支で•市専な枇
熊で•あリ． FWTM Iくお IT る非対媒住 lす 10 1,。以下である：とが芍iしい．

C) 測定するI.ネ）V 芍｀ー死囮 la ll ゞ 50~ 2.,000 l<e V. ケマネ）レ~11 o.5keV / ch. t {て｀1史月す
a MGA I~ 日とんと‘.m· 4 k c-k.以上のもので·み~.

J_)測定うステ A の姿史桂は．増福兎ぉ 3 び•ADC.とも． o.o I 7•／とあ｀よび 0 、 01 1/B てい
と．．のもので．長時）叩1(/) 贔＂＂も測文でけ測史産厄今測克碍）莉寸 3 tJ.メ下の喘匂§度がコ
ントロールされ C いりりればりらない．

e ）バックグラウンド計数年 I~ しゃヘレヽ々t栢利とその屑さ'°''依存するか．桧出秦と同移戻
ぁ百いはそれ以J:の初危か払われりりI),\...・りらはい．欽栢中の 60 (o t1'Vとよリ、鉛中の
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210 p b 1す 210 恥‘の制勅メ緑 Iく｝―る逹桃スヘ°クトルの滝加屯も Tくらすことがある。次来,a.

ご::]□三□竺□：竺言臼:;)1 ::: ::k) 1 ご；竺」。1：ご竺v
([) 測足 I, フいて
a) 汲慌詞）ii1 : 30,000~8 0,000 砂／試料， 10s~2 XI砕秒／B tr (2~ 5 回／月） . 
b ）主り叩芍象核樟： • 5外17t, 5'l Fe, 58Co, 60 Co, 65五、q切喰、西u 、 106知(RII.)

131 l, 134Cs 1 137 Cs 、 141Ce, 144Ce, (U, Th.ふ系列核稽， 40K 、他）

C.)測知訊‘札魯晨I!'. I て度憬 l仮われて 1ヽうものI'd- )0糟え）3 どもあリ、 その内鼻積ほ的
100 cl'A.3~ 11000 ～のフ・ラスナッ 7 緊円汎苓晨であう。 （特珠t<t｀も0)と l て 11 マリネリ一
ヒ‘—力が使われるこヒもある） 疇．戻討桂使いやすさ、刈 L やすさ等 E 方展 l
て、三稽舟翔涙の規格牝されK溶界に就一されるミと力＼·浮~ L い。

d) 検幻限界：「朽·/。の信戟度でその放射択が松出て、、さるとすぅ量ーと度表すると、

D (f Ci:) = ~ x 3. ;z 3/デ冦― ー／＼E p(E). a(E) ｷ t ;..B....: 

上式 l：：あ‘いて. E.p C 1';:.) Id'ビ- 7 効キ、 a(E)Iさ r線放広比、 tiす測定時 1旬（秒｀）

B はビー 7領牧中のべ｀ースライン計数（名‘寸百とすさ）であ~.

1レーナンの場合測足希滑 11 I~ ゞ固立され吝ため．同一牌類の測淀 I＝おいてぅ D(pQ・）

｝さか店 1) の広7)ゞりtもっ k 値ヒ甘る。同一謹薙0)糾粁 lこ舛iて上限 l：迦ぃ放射限レヘ｀）レ

＂女皮 l. r ~ミすで社食出て..さるふう I" l さう→ という校広目棟倦の言及叉（紋—的）が
t：す小うところであ’~.

(][) 人ぺ 7 卜）し紐枯
スペクトルの倍加． 大半加1ヽ睦ヤチ計算楼（ 16 k 諦以上）を凩 Iヽて行 b‘ われている．

T' ータ17)入力から長終的炉破帝喜の 1訊さで·―枯 l か鴛〗様処埋も行うものから．部分的
晴炉みと行うものi c•• その方式｀ Iす様々である． .t R 7ｷ P ク‘・ラム 1てついて／は、市販の h予
応ログラ A t用いぅ喝合と頂ら 1訊｀しヤ、 7ヤク··7 A E 用いぅ汲令とが l~ ゞ）目(;‘割合であ
る．なお．くれら打知 7• ログラム,,フいて厄その詳し遺棗 I~ I研明の臭訳が‘応正
し遺周り行え＼噸むぼ飼村月と l て↑グ浮足でさるものである．
次 lく）レーナン(7) r線スペ 7 トル餅枡の吋徴戻と述べ万ぅ．

a) ヒ゜ークの採侵 Iくついて．．）しーケン，くおいて 1な原則と l て， ピ- 7 の存在の項辰、 I< tJヽ＞

わら否｀、対象松祖のヒ. -7銹政1⑰紅］もア＇ーク餅枡も行う祐のとする。すがわち，厳戻
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りエネルャ素正 1＜ぶって当該y線工芥Jレヤー 1く対す 3 ヒ° -7 中心ヶャネルぁ‘3 碍閲
ヶマネル領が決兒し、乎滑1喝玲宏などのヒ゜ーク検以 11補助的手段として使うごとか
匁い．

b) ヒ°- 7 面積の求め¾: $ケャネルの計奴億 e枝翠 l t求める方瓶（以下牧篤ぅえと‘｀う）
が主と松リ、最小二東玖 Iくさ 5 関牧フィッ和ン7••法（選介関数法とヽ‘う）,i.積可炊てば所
叩可食澤令tJ)複合ヒ°- 7 等 l瑾互用される二いがが‘・困弟の孵柑令｝却墨択雌貨的
謬哭ももたらすも 0 で枯~ <..使用す a 計箪知釦（メ毛リー数．痕閣速皮．ソフ I
ウェア）等 I, よフりびね小る．

＂法で枯．傾苅が和濃坂‘の設直がを要炉）閾贈であリ．計放設予ふ‘<T (J.··後述；い妙
喜ヒ・ーク等も方庖 l て沢のられるか． ヒ·- 7領戒幡とべ｀ースラ 4 ン録惑幅(t· -7銹知
前後の和）店 13 ゞ）恥 Iくす a 壻合が力い．鯰）瞑訊の爆合 11. パ 9 メータの数 1くよって
処涅速度が大さく戸わされ． tｷ -7 砂杖‘t皐純刀‘・ウス勅．へ‘・ースライン：一次肉故とする
のが一按的である．苓お． ヒ. -7 中JI:.・ナマネ Iv なエネ）vr —杖正 1て 3 リ、 そ 1 てヒ.-7 の

＂幅を対エネ）レキ｀‘-）月釦リ束めて使うミと 1＜よリ、§稟形パラメ -7 の汁 1: J ~ (も’”
長IJヽ＝曳汰）枡莉が来易 l逆）孔でさ a.
C) 妨喜ビ→クの処理： 吸戌試料(/) r 線スヘ°クトロメトリー 1くおいて 11. —披 1くか゜ 7
ト）レ中のヒ°- 7 は微少りため、他の r 線のう昆入,,さる妨喜t母rJるンとが今"‘。通冷関数
法 1くお vヽてすら妨喜ヒ0 - 7 の雑根 1-J前↓って入刀しじりれ日．．じら 9··. ウフンャトリウム兎
列核種の核プ‘. -Jは本j当許 l •言応｀てあ｀く）炉専がある、利篤；~Iてお汀 5 昧喜ヒ° -7積虚
の一例t )XI＜月、す． ミれは坊言核柑 lて菟洋とtふる算ーヒ゜ークが存未 3 る湯合 1吐色）礼て•3 る．

N < P) = N (p+ P') ー）） •N( f”) 咀炉7p↓ カカ官ヒ'-7 P' I -fl~言掛阜白

6 (p: = -=芦冒戸“;') 曇ばら
ミヽで、 a‘9 (}..,’'J e J、 8‘‘ はそれそ’爪坊営

核種の r線 (r: r) の放出比あ•8 0:` 
ヒ. -7 ~中を永わす．

d.)洟＇素釦：叫澤町山（戸／L、ゃ／k，りど） lさ試‘料の採取吋 I, 咲篤 l て棟音さ
爪 a. 連銑啜度な行う松聘 (95Zr-q5Nb gビ‘)の力紅核撻 1, フいて店採取吋 1, あ‘けぅ挽算
値（初狂値）を栢告すうが．乎渋＇妍の教倍以、上経遥 l r.執渕 1, フいてはそのアータの 19精
柑は乏しい．

(IV) 標導絲源とヒ• -7 勃中
鬼桟訊｀料 l河すうピ- J匁午 11榛坪兎打線源t)可いて沃められうことか．が・定められ
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這店条が 1打 1 ヽぃ湯合、ピ- 7研l打線ェネ｝吋｀ー (E) と試科の思さ (H) と変羞l: L 

r._ -つの関致ど (E 、 H) で衣わされも：とが望まし八解析対象材視が少なし、とさは糸々の
松棺 1冽対 l t t (H) と束｀める方法もあるか． ー紋前 1て目次の 3 う 6 方汰り唄］いらIf\~.
El冴紅t,i: ｣ CH) と HI環立りと (E) さ届々求めて次のように迎似 9 ~. 

と (E,H)== と（ E)·E(H J

e(E) 這々のエネJv ャーの r 緑；鹿当 l灌み合わもた混危媒源（四 cよ、 57Co□ce.,“dS 11.
/~7ら、 84M1 1 60Co /83Y tと••)あるい n 箪ーの核猜で•クくの r 線 a放広す 3 もの (zz‘Ra 、

西µがとー） lて 3 って戒められる。 R K•• L 後府の場合．後込するサム効果 lて It充分注意、す
訊要があ a. E(H)11 犀— r 線（差ir r 哉ヒ呼ぶ：と 1て可る） l, 対 l て樟々の試料厚と
もっ樵導線源 IてJフて得らIf'~. t(E) と E(H) 11 通当ti 1月教で永，，，さ小ぅ：とが戊専で•‘
次のような倒がある．

と (E)= ()(1E沿 1 十へe和八c<3e和
紅は的＋0(2.ム E T O(3 ( ~E)Z 

と（H) ：： （C. 1 十ら H 1' C3 田）― 1

0.08 MeV(E く 2 MeV の全雄嗽,,適用．

0,3 MeV 前彼てがか l} 二伺速で表す．

が屯＝ A e- がH + Be浪 H A,BtA(E) B(E) とすうこともで•'~.

峠恥:·'K方法で 11. f線の自乙吸収 11概導摩積線源すの甚淳 r 線のみが柄｀正さ'4t. A也
疇料． 4セのエキ IV 宍し― 1てフいては正 l <-樟正立小な vヽ． そ：で． 自己吸4J..の祁和L e 含ん
rぐ式｀と 1 て次の式‘が柑焚で·さ~.ミの式． lさ全てのエネ lレャーあ｀さびマトリックズ 1：適用可．

8(E,H）＝但巳 {1- eー(,I..十だヽ叫＋王＿ { l-e- （P加）H ｝] µd屯ー 1 ） ＝紅I砂’凡四')
H 心が:,.1. - J.  f,サA).

上武‘13放出器 1：：入射すぅ r 採が平打線束で•あうと仮庄 l 乍_tの T・・、実効立体角択X ：ぃ
とさ（（ts:エ午 IV f｀ーて. H がIJヽさい）補正力＼ヤヽ足~リない．

＂線源11. ®線源ゃ戻線源の空）iiJ叩淋貨分とみな弓、｀と力＼で•さつの'C·□ 面あるい 1サ澤
源t)月 u r 言t算 1, よって E(E 、 H) を求めう広i広・い哨亥力 b‘ 方｝玄である． 円伺試料（面積s)

疇 l て ら（E,H)：：量H f21t r· q (E 、 r、 K) 人 rcAK ＝合fOH5(E 、 K) c:I. K !.ヽ・ば芸i‘
なお ‘°Co がどカスケート‘• r 線た放出するものでは． 9 ム劾果m氾桟とりっ＇てくる．

(V) 分析結果の例： 日本今材センクー 1す 1C の今枡旗関と環戌試料(l) "紡今枡のクロス
今ェッ 7 i I ておリ． 足の方法と l て．窪 lこナンフワング（叶試料(/) "良今材（今割拭
叫）と椀和 R I の添加 I, よフて作製され叫島平試料（様inm}去） t打って 1 ヽ 5 ．介割
試料法 Iておいては、府認され「勺ァータの乃．計4環差5 の 2 倍と試別·の伯荘芍 1, Jう峡
知 (Io ;I.．と予渕）の和の範囲四で·一致 l~ もの l道令外の位・J．であっ K。樵渭訊料法 l滋
いて 1i, 1位エネ）レヤ~-r線の 9 こ吸牧とカスケード r 綿のウム効昂の影哨が現われてい民
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IA03 
環境放射斜釘咋ーズトロンチウム

（放医研） 河村正一

℃磁紐鯰和＇羞＜ ／心の半戚釦2年‘長く，人イ店：：と,)::.がI{! f蒻合）贔1J Iレ
シウムが主放知｀造血器官が存在す讀 Iこ景釦叩立鵡 L, ~椋 (o.s4-HeV) とその雌
枝種のゃY (2..27MeV) ととも吐釦し続t生ば樟釦与之る危険l1生がある。
痩項磁紐お雌研，麺扉扉ってf綴的 1 こ景渭厖与之る會要tょ｝諏放糾廿遁ヒさ
れている。
虹紺和唸口錯i幻ま1 年0 紅‘る勺ん二よっ材釦立tている。唸 I1い廷し
心f2 の定曼，こ隊 L て心l汀‘化学的にら離 L tよ,tinば‘Iより如。分析の対象匹環境試
料屯麻／作K且恥叫塁（l（()底i臼屠呵艇作切，弁乳，毎危生吻tょビ｀がある
，，これりの試粁屯心よ紅｀，よ化窃が＇をないのて‘`l ｛印砂）が紅｀試炉研 L て
咤厄 5象夜に秒す分析拭粁の姻製 I In折枡｛乍および｀須I定¢)3 つ 1 こ 6すらJる。分析試粁の
諷ま，t~お検討すべを間類がクいところて、あるが‘r放射性ズトロンチウム令析知tこよ
れ I丸痰k, L・｀んt知よび｀陸＊ 1 -J:. Srt謎／ t蓋峻き加之て陽ィオン交i免仰街こ吸肴涌清豆
せる。；毎未ば，納哩硝酸および‘EDTA玄による瘍かま／ Sr担偽遠加之てアンモニア未さ
加えてpH 1 とし危酸ナト，）ウム拉0之て症殿を(Fる 3 90 杓玄 1こよる渇釦‘屯水酸化
ナトリウムが70えて生成 L fこ未砺化マグ｀ネシウムの名知 l恥る、土t裏／毎（,,/)底産積
物l丸 Sr担偽遠：加え水酸化ナトリウム溶；夜として1JO約．，中和する。つき'‘l:, i麟帯疲に
没えて加懃，合却／ ；戸盈し 1 ?k絨ィピア Iレミニウムの鵡知濤絹するまて‘／水絨化ナトリウ
ムを過剰，こ加え、炭醸tト1)ウム左加えて瑾須知什Fる。虔作前／・為再生呪ば、 I阿化したの
ち Sri醗，酸~170えてi窓がし 1 キ多Lぽ笠脊./疱化して／更化する。援滝試料：心あらゆ
る元素が含まれている ,r ず｀て，、あるが‘／分析燥｛乍と L てぽ限定があるのて、、原痘的に 9な歪灘切：
疇がある灯｀て，、あ恥幻血紅かま，庫 L た試料麟和唸厄·共呪楠i隻 L 、直倣 I
岩酸年生成いせてqosr を共弧婦患する。紺緒急こ 1ま，手を々の元素が含立絲応栽
龍fょ叩‘‘1 やや必が生は欠くが実緩祭（手が多少変わってi結果がむ11まと'‘没巾らな L ヽ珠殴
却｀t司いられる。胆麟(f);輝iによって／ i案夜中のqos,-. 1:):痺見楕起さ爪る。っ払こ
／シュウ醜釦尋t‘浦焦される。q゜Srと曰じ行知豆の 11C戸‘固） ／岬：：よっ
て 1 まガtょ 1} Cetが存在するが｀I Ca.の除む： I文科拉硝塁：よる与紐を、があ忍この方法，ま
碓知 c~ が‘除ど、ゼ’をるとされているが‘ノ域通知‘ある杞紐酸ぷ骰［ （）剌戟見蒻び｀tょ
がら 1屠作Ltよ I t Kl ばならないのて’‘ノ斜湮硝醸さ億わない方法が多くの人によ→て茄究ざ爪
ている。q0Sr !v析法t`iま／あらか L" の加えた Sr坦ィオ改須II して国収年と語i£ l r\l る
が｀／ Ca が共ほ l て＼ I ても視在か這狂紅虹‘Srb澤l愈tJ: （定が‘きるのゼ，tことえ
Ca がqosr ，こ共ほしてヽ 9 ても差支えtよい。iqsr,i,<1°s r とヒもに SrC03 の形が放布
釦測定セれるが‘I q"Sr のエネ Iしキ｀｀ーがイ且いのて•'(f- O.S-4MeV), Ca.が共存すると
吸孜 1 れて測定て●｀をは l) 。tq5r と定脅する I~蓉があれば'Ca Piiりま,l,i:象ぜあるが‘,

力‘わもり しよう l) ち
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唸rの定i n 収要がな,t豆 Ca 餌(J) I松悪I土ない。紐界：： 1文／ウラン系列f立自
怨、放射出訊が存圧 L て ll るが， Fe巧祖叫 L定など｀と加えて水酸化鉄の琥殿.!ff,J
/.:―れら叫枝耗とスカベンジンゲ L ている。f?a, Ba tよどは10ム酸刈ウムによって
廂乞釈る。 2甜諏置L 唸r がら生成する町とミルキ匁"L 水酸化鉄あういはシュ
ウ幽正して；肥設吊維し I f恥‘ックグラウンドit教乍置t`it剃し I tt数効率，化号収辛fょ
どの姉‘J..と行ってCf0Sr と定晉ね。
約邪譴叫砂 I ら析i1 4 オン譴凶鵡紐が鯖。忘枷紅,iれ 1 且（叫
輝山ぁる。イオン如紅かま／陽イオン知細胤立 l てqosr-を＇及着:!:せる方i£が‘今
い。q0Sr頌虹 lま I t紐這 1 3 I 王が 1 こ EDTA 、 Cy DrA, 1 ェ滋，乳酪アンモニウム
厄‘碍虹し＼力‘L て 1紐 Iこqos;- c!-あ維精鬼 l ている。f易イオン夜釆即知厄ィオ．ン交
暉釦カラム乙紐 L て／祁L1: 1 エ 4`年 OO えて直 LPiィオン交挽郎知I~希 L f2吋
追釦＇；紐 l てqosr .if定層 l -c ¥ I る，， 1 オン如紅がま／ * ／打L ，黒m'II)あよび｀土
t稟t:ど＇］ l ているが｀／如緯岳：誼があ I)試料のいl緑があ :~~Ill~綱抽出「広
9ま／狐 函／出松糾tょど＇に直用さ爪てし 1 るが‘/ qoY と HDEHPある II I ま TBP て‘’
卓 L ている。；砲殷iに内危綿温， 9/c紘化覆シュウ幽属硫紐湿など‘の流祀iむ＇rって
q心ミ 1しキンゲ L L l ）か未足／函水／磨作均rょどが｀令＃炉れている。 租中の枚
射性 5rの直産分鉗むこ I司イ豆ィ末衣1灸が知I 司これている。交け尋；，まば涌公スI- Iコンチ•ウL..\て••96
o/。 1 シュウ統ストロンチウムず位。／。て．、ある。

1. i亘花紅｀ r ストロンチウム硫柏」 稀ぇ和化学ら析
印健二訊栢材繰（編） p3I 山・毎堂 C l'fS-3). 

2 . 膨届勝-3- I 珀9 fBff頁＊中の人工叙的瑾積n籾t化学の頷威止，夕／2(/釦J
3. 崎径 r ズトロンチウム屯rおよび唸rJ環境躙滋康法p l .2./

共立出版（/qが1).
4. 斑媒窟艤会測定舒伝滋細ストロンチウムク加玄」 放佑裂頑Il定釦リー

ズ‘!Z' 科甜姐岱（ l竹4).
5. 呵材正ー貫潅拭叡m:l如盈む濯葱，· 段姻（ヒと約煙函釦（和ない放
翻知トロンチ仇1の定董」 分析化学 ~ 30.S (!初4),

6. g;和悶法（編） r ストロンチウA- q'O J 方対坦：物質 環境；埠仇質
刻ーズ'I p1f! れ善 (99n6).

1. 山併登，面材判ー r放杞化冷分析（ 3) 90Srおよび'(3りCs J 原拉工業
廷 (3) 6S (l'l?'l) 

8 "Methods of Radiochemical Analysis", Tokyo University International 
Edition 23, The University of Tokyo Press (1967). 

9 Yasuo Miyake, ed., 11 Geochemical Study of the Ocean and the Atomosphere 11 

Geochemical Laboratory Meteorological Research Institute, Tokyo (1978). 
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IA04 r"攻射染令祈ーヨウ含一

（需n 中研） 困未伸司

( 1 ) p l•ヽめ 1: 

"中の放射n ョウオIi)~王没 x. tで 1 :r, I'14 O 年r，` o 主℃ l て 1支メ、農怒穴険 l 'l.. [ 3 tの

どともに，近年／ゑ斗刀平や秤用,,（キぅ凡ナカ桔設，しょ 3 放りけl :Iウ令 o 汲~1. le-, 99 7 4 汚

ん n<• Jし．dl)らt/t.. 3 tう 1: ri.,てさた。 この I う勺情沢の麦ft，ヽf半い， 7 ォー 1レアウト乎＾杖

和 •l:tョウ舌のみならず／乎キ咋）用,,角 3 iのド.., U てt介祈のf丈キ7): iじつ 9 あ 3 。

杖令f,~ t..,て主 A‘ す 3 放肝はヨウ手の土 ri -t <71 11ふ I 1::. 

年可。 これらのうち 132. I L刈脊 11 序滋靭入一荏＜ / J政時そf合い ゑ-1

て 1"m粋戸心手91'グ凡 3 た＇29l IT 半；即制 h: 1.2XIOヶr

t‘非掌,~-¾ <、 被暖そ 1 可• 3 ぶ2 { fセのオぼl·l 3 ウ令と累 3

史が多く l j T，弔境中 I: 1̀ 91 3 雀 1"~ 13 現叶文で IT 多く＂い。 n'I I 

l r:. か？て千掌峠 1T1 公衆の阪 9〖ft母評，1&，こ閃 l て 1, 1)1 I ー'4;- 111 I 

枝令製起団丑ギ放

射l`l ヨウ全同位休

叩を 1 半滋関
I. 7')(107 汀

~.05 d 

斗か•土でふ 3 と弓之られ， 1"滋令 92 於て I, ill I,こつ U T 述べ

3 こ '('.9 とす 3 。 rI E 4f束 n'" I ととしに＇吋 I1 t 3 手午 1こっ

い l t紅可 3 ，やが 1 ず｀ 3 こ ‘C 12.勺うう。

ィで＾ 1＂!(l)塙令て同じ｀ iう 1::: } " f OI l3(I I こついて応
にt`'7 3 フォールアウト中の＇3＇ 1 源'1 足テ｀‘- ？の言恥℃ 1 ，こ， ＇町
今枡知和イいが 4くめられ 3 よう /2 な 9 r，。ミ〇和界X: l て

I 9 6 6 与 3 月 r 灰和l ヨウオ浪’1定法」（以下 1日マニュア 1レ心り））：：、放印秤麻iK紅l 定舒

令 I'- t')永認 r 小 E 。 こ "'I日マニュアルfI 土℃して枝丈搾 1こt J '"'I そ ~,1 足対象とし Tl. 4 

のて＂ふ＇），,i年浪'1 定しべ Iしも棧穴詮 I1 蘭可 3 督急昧力茉しベル（大＊て｀ 31600 pCi/l,.1. 

↑れで 6, OOD pG Ii)を念99,l k いて定められ r:z.。
1日マニュア 1し 11 I ~7 3 与改訂作すf 9 ふ手コれた e 改打作T 中0) l 974 与 I o 月0,吊うカ
"”茂・字令幻秤砂げの巧がfo の』柑 9 勘含 L て， 7 汁← 1しアウトのみで
r1 く料臼鼻ぅ繹がr 即辺培墳 11 'A'i J 1~11,~ 闇して，和告 1"全伍 lsmremみr t令競

I こ hヽ ぃ rこ 13 1 Im 方法t • il 1 :9l 足 8 代 1 こ応じてす注、の且し灰7)r で｀を 3 tうに L た。 こ今

15 mr-em/ytの沙1足沼几へ＾ 1免年 1 1- I 枷°〖ftが和冗℃デ＇しにt')で昇 3 7l ヽ‘. I 心て..,のあゃ

すてしてふ -2,~ i可 I うであ

m I 

I”I 

I

I

 

4

5

 

)

3

 

'

r

 

2.1 

22.4 

53 

6. 7 

hr 
hr 
hヽ·

hr 
'g 6 sec 

3 。 ~ 1/t 11 土.$(7, 7 ォールア

ウトに！ 3 伊急叶対差しベル
ど比較可れ．il"FJ~らが r,` tうに，

iiヽ字栓出しべII,.の穴＇ヤ勺引き

下 r？＂を目怜すことそ念吋可 3。

この 1, r>-- 1 N ?i I CTI) シンナ

t:.. I)'ざ‘ しんじ

束ー2 ＃号町紅 CI.mhr€ッ分） tうえ 3 1舟哨訳料中
{1) DI I ：？月しべ＇レ

咤虎訊｀料 訳 人 2カ 尺 汎L 'だ 栓池：レベ 1レ

口（pC心 1. 4 0:69 0. 92 0.5 

野｝蔚t（西a~/'.e) 212 
'8'5 lo 

i 210 |7 42  0.2~50 
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しーション紅忘いひ‘Ge(Li）半導（各栓繹りでの放射稔栓出芯0\逍歩臼房 l r, l)I I 

刃’lか幻T 1f法（以下新マニュアルて衣す） 7)<・ I "'I Tl 与 I I 月に洛行 1 れた。以下 1りマニュ

アルを中べじ用が切和f3I I 令m心にウ［Iてf碕可 3 こととし rュい。

(2) 新マニュア Iレの椋字

ふ3 ド新マニュア＇レ0)主＃丈そ，表ー4 /<栓

生下陀て試刊号そ示可，移号許（西J:.市字が今

如, r を打↑ L-/..... t知 ，こついて 11 "/:＃栓出し

ベ Iし 11 たじてがt方法 n辺状で｀さ 3 tうに 2

1を藉）1、上の方法が食 r れマぃ 3 。

Iii I /i1杖和t，□濯吋．＂ドついて rJ新マ

.::..ュアルで 1コす及していなしI lj.;·,＜で桂社(7) ;9,j 

定マニ 2 ア Iレ〇尽i...方て参方 1~ L 7• 浅＇）足下↑¢

n濯灯され[。 T,.I 巾ら；＂“iそ N 士△N ℃ L 

rこ '(2 N こ 3 △N 17) t~合 I> 測足 1& IT 肴方でふ 3

℃り 3 弓之方でふ 3 。これ A、ら浪1 定下f[ I しJ...`

11 3 "/J f平穀 l1 豹 3D% 'C rl ~。
和印t；則：：i 11 、訂潰j袈の道歩 1 こf手し\ / 1t 

”釦キ 7 3 年手にす 3 pfぶ□1 n、ら可
栽仔浪＇） r-スペクト 1し今析 (Na J(TI) シンサ
しーシ;,ン栓土応 1 「:,_ 11 G-e(Li)半導（4松d

ぷ） l : r 3 こl'.' Iこなあられ n. L り｀ l r 手如

の堵令 o tう 1 こ r尺ペクトル介祈で IT I~字校

土しべ I I.. 1/1須'1 広ぴ’ずさ行い~ :! 11 f %H1 il'I 1: 

t 3 ことど l r:.., rスペ？卜 1し分村.,~つ 1\ T 

r] 加請淀があ 3 のでここで rr i-r l 1"凸
計渕法に., 9 ＼て注べ 3 。

在しベル 0 111 I そf印↑シ刺 1::. t.,て令‘祈

わ 3 放射ねョウ希介祈法新マニュ
ア Iしの土牛t

土打象 1 凡手力すも設放忠f刃.,,,. r (>..フ T ール
アウト

介祈レ I T-11ほ 1バげ町：t値 (|5 mre町みr)
ベ｀ Iレ

前処 rf

計潤法

試料

来4
扶‘

梓吉レベル

可自し rI 限＇）省略

r スペクトル分析そ:L ~LGH

手訂孜注いいB

を気中t｀｀人埃，「和k I 、海＊ ｝坪ふ

＂し海没
栓土下 r~ ど郭科令
料 栓 a; 下忙 すt 1斗骨

宦気中じんt£ 〇` 5 pCi/w3 2.0 炉狂 A

降 水 10'1~ 100守呼Iーん I｣ 

9ヽ09ー ~ 水 I*~10 • Ci/£ “: 

野 禾t IO pCi/kc* 1 へ数 k£

牛 手L I) 5"へS-0 pCi/J 2( 

ユ） 1~4 pC1/f 4( 

3) o.2 t:,Ci/R 4/l 

冷ヽ9 汲 ID へ I DO p CVi貶 I "'-3 Kit 

オG-etli)和士ぷ，，，'oF Na I (Tl) 栓を、各

で 3 堵令 1J，耳（Krぐ‘`/ 7 7しうウント'• GH訂召謹ぎしまた 11 tt ('’1 訂狂子そ 9n u 3 方法 IL tり

行う。 しゃへいt` t o、反日 9令訂牧回路により Iゞ ‘‘I ? 7" うウンドそ l cfm 以下 1`- t r、゜い~,

r 年名し」の鳩令の子 3 0)介祈しへ"fレ（オ全出下限 0.2 re;ん）の介杵 991困難であ 3 。このよう

ri （虹べ｀ルq p稔計渕0)f易令 Iぐ｀7 7 7'’ うウント＇｀"'tn這 I t I す宙ft" {l) "'fl I 官汲／ 1 

ズ｀，ケー 7•• Iし1)ヽ才合う食店抒,\if- Jイ兌反同 9寺甘昨応／ィス• I ワ·"J_ 7 ロー翌'GH 和喝

令 IJ" ff j司Q刀｀｀ス 1::.. J J妾勃 I f r,_計孜九『0,汚没子＾ふ巾,~ t')度初す 3 ：：：どが秤貯ざれ

てし、 3 っ 1ぐ｀．I ?ゲうウンド計牧f』が急没したt ~ 11 圧因郁叫応丈キて｀｀み 3 。

1311 0, ff界エネ Iし守‘-':あ 9') たつくケい(pm11x-= 6 ID keV) ので，すtJ1試秤の々豆

安イtにt 3 自己吸知彩字が大王い。し rこ n:., て和91 了れ 3 試料庁み-¥~ti! "'栓雄試科そ請
兒 l て，詞科屈キと訂教効手の間fえを点め 3 :::. r 広"/.'-tでふ 3。回 l lL IJ訊‘冶形そヨウft
パうジウム℃ （て I 2 "!Cかス 7 ロー世 GH 訂液芋苫 I::.. J:リ;,')定した堺令の例でえ可o

(3) がぼ料口南使窄方活
令只中じん埃：本試秤o ti令 1がかt余注氏（力←卜＇）アジ）に竺気中{l)'" I そ捕§し，
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r人ペクトル令祈t rtう＾そ斥 9りとす 3 3 

0.5 
咤気吼引迎／度を o. I 吋／—＇”) :91 定芯の栓出 、4ト

下 PR を 10 pCi "C可 3 と、t＃虹しべlレ 0.5 袋
0.4 

rC心/J1 13l [を定苧す 3 ためU'}.叩l疇 IJ 以
梵

ID pCi • 
• 0、i砂もIn~ X 05 位m3

= 260 hI," 199と 03

を年す •3 。iじん知中の支へ、ら咽 31 時間 11 1:i 

沖派て l krI t,ートリ‘'Iジ｀で 24 hr ix 1りぷ

茅t l < I このため瑞令 1こi -, t l1 rースペ

7 卜（レ令枡 lJ困薙℃'J J。 この 1＄令 I ユ 1 :r •1.!l. 

偽、 Yー（てヨウftナトリウムてり9 之） ＊釦t

02 

同-1

\ 
\ 

ヽミ

\ ----

10 20 30 40 mg 
PA I2.骨

Pol Iュ晋と介訂牧効辛の OO t予かーイ｝’J

ナトリウムで｀＇'l'I を抽忠 l, ft守令紬 I~ よ＇）畢柊的 l こ IJヨウ〈t仰ど l 7 DI I 号をヰめ 3 。

降9k ：ヨウ(t t ~')ウムを狂（店て（てり吠，ヨウ(t代℃ （て合直し）y-スペウ~ IL 今1(T

を行う，栓ホ下陀 11 4e(Li)栓庄；い roFCiん和友 I Na I(TI)栓繹で I DD pCVp和丘｀‘
ぁ 3 。

海＊ :~;,Jc I~ IJヨウ手ぷ：江tマしI'J,nで 1旦f413 加豆·ぃ。 1 「こ 131] 困伏 I こ！Jクエン酸

住て 1可い 3 。 この方法 r: t')海＊乎の虚ナイオンでさくグ号（ 0.35知疇させ 3 E'·I穴｀，

ョゥ士を m て人て’'(9玖叫）回収可 3 こて吠可｀を 3 。栓出下 rr r1 邸Li)恥口応｀ I“ 
のオーダ｀） NaICTI) 肛芯で ID 四／l 程肛であ 3 。
野束：野差中の 139I mt怜釦 3 こ口＜，新軒野桑そ斥モジ｀ナイザ'- i'紐汰豹液

ド可 3 方浅（直袢法）） f rュ 11 恥成使衿砕t9- fc 戸・丸勃浪イt L ゃ可い多：； ＂い研
て冷註叫7),必ギて'’riい渇令そ斡い TII§直粉砕法水｀ tい。栓ふ Trm lD rC,i/k戸＇ふ 3 。
ぁ免：海店生杓叫墳t打℃して；＂7)<'送えコれた。訂朽が豆 IJ野iの場令,.導 L" :3。

紅"F PG-' ll 10~100rCi/kg t`ぁ 3。
(4) 門ゆ田中 171 13 』 I 今祈汰

一痕 Iこ '”1 の 1易令 l ift>柱抒t: tt軟す了℃＇汝字松土しぺ Iし（ I,; WI re111 /yr ,f EI 昔）む9ば碁

の枝出T- ft m近科じ江 l9, 1 5mremみr 祁者：9凡↓べ亀 1し令応 1“‘rt令枡条（千逗広 I:

“そキ可 3 こて n9 うい。 とく 1豆紅径応IC 千手しが記す了渇令 rし I:r 15 I'llたいが’こ柿苓了
3 澪度 (o、 69 rC直） l1 fースやドし令祈で
＆叩1 涅＇）す了 ~'('l 'lで 1 riい。 し E 八｀つて牛 か5 手れ中の 131I 令..frr 方法こ栓出下限
乳中 O'3II 紅（r ：1..て l l 「I 令枡町れべ‘Iしi Z

た rr4伐致の方法ぶ沈キtケリ，和マニュア
lしで 1J 3 杓 l見の方法が、,'j: l マふ 3( i-5 参、9?).

7 1 ールアウ|対｀点の 1易令ケ℃'‘栓出／入か））＼‘

t < rJ C ても斉も 18令 rl rr 直特澳’1 定うえて｀‘t今
て’｀ふJ.打L径路遺令の l5mr如Vyr 柑苔シ免

肛←今枡す 3 r心 1:..'わイオン矢程和陥ぞ問
いて↑ 1（中か逍青いウ手そ令部 L, でら 1 汀't

守今紐注 Iこ L') 津盆す 3 方法て＇ふJ.枡fr-法
の諒略、そ団2/こ示可。本す注の栓允丁陀 11約

介祈方法

直特測定浜

イオンた 1免

相肘言わ91 法

イオンダ岐
洟稲・イt rf 

鐸[- F絆
計痢法
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放り1fり廷必

合e (Li) 

Na I C-「 I)

Q-e (Li) 

Na I (Tl) 

イ§;. rゞ｀1 ?ク'’う

ウンドバ＂全
出＆

試粁舟栓む下限
(R.,) (pC1;1) 

2 5 へ LO

2 30~50 

4 l へ 2

4 2 へ 4

4 0.2 



0.2 pCiん℃耳叩応 IDO年A度そ，i lJ 

i F 栓庄下 ~r~ hー 1n 計苓文（Lしの "nf輝 I J2.OX

以下で｀）栓生下ばfl.ポてt定号可象で｀あ了こて

nマ元了れていJ 1) 。な h 前 2 希の中間況 9度しぺ＇
／し(J)'ぅ'I 研i・直、てして）イオン女牧淳稲後戸

ヘ°クト Iし今rrn 行う方法 n ，栓土 T 限 I這＃演｝

定芝、の和）八oTふ 3 。

fオ｀，，丈 1訂咋；配) n, I 牙杭方法/JI 1ふ令

I J'"の(s.\T (. h 手乳fJ '’'L のイオンタ 1を樹

粕へ 0 吸股ぷt王箪可灯 l ゃていミt IJ月A ? 

れ仔くて 1ザiらr-,-い。このために冷加戸フォ

IL マ＇）ン叶屯，誼偽烹A と回吠年の関仕五＇；

よ＇）積／I i.和 3I炉＃ぶ？じ「:. iぶ合のいくつ小

心叫喝 1”\ 1 爪てい 3 。新令打法祁令 1, 従

りられてい~ 2) 。

パッチ注 カラム法

（ぢ） 1 むめ一培喧中の灰射位ョウ寺．の存

在号
現時更 TI訃,~ J:;いて 1 J 15 い（enlllr:栢者の

Ill I:" そ栓忠し r遣’I 11 TJい;)~ <"'和釘止 9I
告しい一f91 そ

計算

団ー2 ”'I イオン対を

今肴（f・津和サ作流
れ団

示すょうドフォ ふ—し 芥 I 1 回中町は 3を後の"t中0) ,31 I 潔た淮9足1913)
ールアウト， 2 (pCi/2) 

J-3 て忽われ
Sep. Oct. 

28 29 30 I 2 3 4 5 6 7 8 19 10 11 12 

3 ↓の T ぁ 3. Sapporo, HOKKAIDO ND ND ND ND ND ND ND 

今後 15mr巧r Aomori, AOMORI 95 91.3 ND 

Akita, AKITA ND ND ND 95.1 ND ND 

袢当しへ:- IしCl) Sendai, MIY AG! ND ND 80 115 120 113 98 60.7 58.4 

Okuma, FUKUSHIMA 100.5 123. 7 117.0 100.5 74.9 74.1 133.4 117.2 109.6 104.8 57.9 63.8 

il'I o-.度湘JI)ぐ Mi!BAloRA, KaK! tsuta, Oarai, (MNiD to)(MNiD to) (MNiD lo) (KaNtsuD ta) (O1ar50 iii) (O5ar9 ai) 

必キ r［堺令 I l Shizuoka, SHIZUOKA ND 51.4 ND 

は前述の浅')広
Fukui, FUKUI (G.e(Li)) 23 8 10 

Tottori, TOTTORI ND ND ND ND 

方法が活 l'f)で Matsue, SHIMANE ND ND ND ND ND 

Dazaifu, FUKUOKA ND ND ND ND ND 82.5 51.4 ND 

れ． 3 1 0 て序 :::;~ ND 

之られふt
Note: Det的table limit 50 pCi/2. 

r-_ t')晶it lt
I 

上り迅止 rl:tの黒ぃ 1町 I t令i配去の間祁 ll 今後必字に~ L- 7 巧で A3 ぺさtのであ 3 。

I)  S. T<.¥ kag-i, t--1. F吐叫心如no/ H. K"万'/ama: J. NucI. Sci. TそCh．竺 1 14  5 Cl978) 

'2.) T::. t之 12" 5. Pal缶i anA R.Markusovi: RaolIOchem口 Raol i ban ヽ I. Le日ers
芦 30 l (1978），相 O 碑更いい即，打惰文正／ ：知渭: 1和れ祠，旦 1 '7 1 (l'l77) 

3) Racl1'oc1ctivity 5lJ¥rvey Dat~伍Jarc111, ~o.42 r,2& (1977)  
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IA05 環境放射焙分析ールチニウム

茨戚桑公喜枝倍乞ンター

1. 放り滋9レデニウム介析ぅ去の現床と碁痒化

森畜代帆

原子ガ施設から徘広 9t””梃虎知ょ”“汚来tf)i心紅疇Iく把狐す 3 たが 1よ、
瑣が開遅となる液負滋狡直：：： OO tて，信頼注のある分府剰定虹磁江して、ヽるこヒボ必‘
翠てある． 環境試料中の放射性核痩の介杵桑復直 I：：：つ ll t, " 1言頼任こ検討ず a t£み
が績ばなわれて＼＼ 3 9遠昇 IAEA 簿洋研兒所が主催して 1和こ .,k Imたrca tika↑/0几
”い県，および，そ 0 傲，祝国の主卓 rr介析痢定操間が参加して行なっ K 比較兎伎；＂＂t
K よるt'.. ,”‘Ru の分析稽肛が，杷の板種＂介析甘度 14 薪べ肴るしく急＼ヽ． （晨 I)
表 1.----- IAEA Im砧rcatib”non., 薦内・江棘着史

核 種 ”‘Ru “Sr /39Cs ”‘R“ 包5r ’”c5 
試料佑 恙Kl 簿水2. 藩東 渇危.t 渇水 簿東 逼爪 藩J:.. 渇巖工 蕩滲.t. 絲J:.

デーダ枚 zz 24 34 34 33 2/ 39 33 23 4 i7 

卓潤値 z.zo 33.5 /39 ‘'”'() 2 
4,95 q. 71 / 4. 3 3ヽ． 5 ぉ· 2 ヽ “8 

積澤偏差 0. ?7 I?、 4 2/ 993XIO ̀ (),9t /.oヽ ぇヽ t,4 J7 3 ” 麦勧係荻は） 44 5と ,s- 26 “「 // J8 /5 3/ /2 I、

放佑能単位． 藩水： pCi /kヽ鼻 藩•j : pCi/9灰 潅：pCi /k’’£t

萩9逗）レテニウム，特，て＇必＆は、桟燃糾•再処瑣ェ湯 nヽ”和出され 3 放賃i性危炎の主成‘介を
なし， l かも，痕吃1.·,,茶勧が複雑てあ 3 なじ荻粁緑冬．全，，見氾 "Pa1題りク、浪種ttぁ
~. 
'町紅，その痕バ線放出校種t‘、あり．放射能レベルが高 IT 札 Iぶ．］線ズペ 7 卜 n• メト

I)が可能て、、あJ. しかし，環境拭料tfれ琶 L 『 3 V ベル,,比軟釦似I I)乙｀，盈＃ n懇ス
ベ 7 トロメトリ K よ1)定量す 3 こと l"i難t.•あリ，通常，捕集濃絹なじ‘伺らかの筒処現を
1如翠とす 3 。 よた， 7社t:: -7 '1位置＂閲係 nヽり，共栖ずiiむ杖権パ方名q硝王が難nヽ
しく，介析f直＂分析悩江ヮ‘`3 車因 IIくが・
一方，＂介腱，¢線計免J K よ”‘析紅ょ. WHO, HA5L 専の信頼のあ‘I” 介杞去

がほゞ碓江ミれてヽ＼~. そ礼K も井1, ず測定履 Klぶりフきが褪められる，，は各介祈機

関 K 通．tJ1な介和£か｀．＃た免介に採用されて＼ヽ存，、ことこ示して l ¥ i。
こバうな現知対腿"”仄、科労紐戸編の放射熊、 l史シリース•'K r放射姓Iレテ

：：：：：ウム介析戎」が新い K 狐えう札 K のて‘, そ(/)概専 K つヽヽて絹 I~す 3 。

Z. 分析法＂概専
(9)対象試料，介析日標 V べ｀ Iし：原子ガ施掟から放虫ミれ 3 奴船＇生 1レテ：：：ウム~,主しし
て徘1k t笑 K 沿岸考洋K放出されJ. 従？て．問題とな 3 対象試料 Iよ，春水．海雇生嘲
薄摩唯傾物t‘、あ 3. Im 成さ札に介析5去て‘Ii, ~れりの環境試料 9対象K, Iレデニウ A 望
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＂糾K 介雛し，そ＂攘絞種の 8 線£計秀l して定量ず 3 わ£t採った。 なお，戊‘専t s 
れるが前目棟レ心レヒ試料，， 1k応じて迫釦送択．てをるよう K 2 方法が採り札て＼＼る。
表 2 K がわ£I)概卓とか析目篠Itベ IV£ 禾す。

2．介莉戎麻専・介杵目標レベ｀ Iレ (tr.椒装置：紺 l
試料 荊処曜 介難 5広

渇，K 墓 1法醐·影tH (DH)よ屁 醗1t重饂~ No.OH咄収

、、 慕 2,£ 列は班級心蔽注 皿也汲紐か遷た•H雌磁

1沃反化•IL711融絹水珈 酸化甚 • NaOH峰収

硝馘如 酸化蛋g... NaOH 帆収

馘化堡留→心OH

潅水•細1:芯|:＝補稟 1 ：ぢふ，：ロ

) 

竺：口Ii門一か
肪叫rA

(2)愉処環滋：輝厚を瓜 1 に禾t.

(;毎水累 1 5去）
201 

0,1 

20 叫

20分放』

t HNO3 10-20叫
介顛撮作1 ヽ図

宣
言
己
『

.`‘ 、
,
‘

（海水第 2 法・図2紐）

渇水(ttN03醜田 1,5し
＇ャ Ru 10叩
+KOH303,KふOa 209 
ポ KIO., 、 IOj
'lo-q5"c 2-2,,時間
ャ HNO3(2+3)55祉

(pH 4-6) 

I 痢纂袖む操{R | 

（う毎崖生莉第 2式）
恥09

1 ：盆靡瓜煮弗

（逗畔叩 I 法）

亨王゜iごむ露
乳逢二表

1 介難 l l・図 3 1 

（幻Ifレン、カルム法）
ICL酎

40'1tlS 
10H(1+1 

1CSNH: 
re 21 

t HN032叫
ャRu 50閃
t柑 No,(IOお） 2 ， 3噴

燻衡ほ3.図5

（渇底准積凛昂2~
tRu 10m3 
+NaoH 1ｷ2:'lfr 
d鼠転組エ 1-53
＊珈滋 409
ャ KIO3 lg 
no熟．皇盪-4玲→2幼℃
放冷

介鶴操作2• 国4

園 l ． 前処覗式概厚
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(a函l<.：一度蔽化して原和紅そ 3 えた後，遠元し水酸化マグネシウムと共洸捐集する

紅，かむ滋幻 Iヽ・ルトと共洸捕‘集す 3 方法＂間茫によリ，火喜量＂五水．かり）レデ＝ウム
”袢よく痛集煮縮ず 3 ことが可能LK り，考1K -qtの低レベ'9レの放知Elレテニウムの定量
11淳易la な 9 た。 また江赦的 V べ‘JI/，，沿 Iヽ渇，k k っ n tば，直将酸化して，介紐燥11<
心 9 ガ法が康4~ /Jぐ屈単t‘，デ｀’- 9 の呉現性もよい。

(bl蕩雇主河： 1 バリ紅鎖；＂方ぅぶi,あらゆる試‘料に直用こ口： 3. 細脊1 に炭酸羞を
加えておくと， 1K介差発による 11ヽさこ Iぎれ 2 抑制t‘3 3 。 通常の海差庄切の灰介11硝威
K よ＜紐ず 3 のt‘’授fl<"后知、憩8肖陵ぅ麦出広が定鶯謡生には利用してすし＼．

(C)漏底唖績~: 1ブ化 1K長戴て＇‘分解するかい，比腋妍クそf)試‘料•を処理しな IT ればなウ
なヽ、 4釦レベル放射能謳企のためI)介析 K 、ょ直ミらヽヽし， デーりの再現＋紅 IL' f‘‘しうよく 9よ
な 91 のt‘．株用して、、な U ． 稔硝蔽て邊むず 3 方法 Iょ，操 ltが恥更t·，よ k, 瑚足A直り
呉現注もかたリよヽヽ。 こtl Iよ，ルデニウムが唯債例ま［い表伺 K 揃従これて"”切と
考えらぃ． 謹りり釦碍ra t組ょ，火成店樟成机 Iよう約解し~ 11h', ケイ級，ケイ
敲戌Ii介雌し， 1まゞ全介閾逗いのt，煤度復ヽヽ介析むル‘車とす 3 弔合這lfltm.

8)介顛玄様専：）しデが7 ムの介箪t,掻釦し魯Jこ用 II て 9 '(111蔽心レテニウム K 級化し，
汎t，菱留狂 Ii，頂 9且化炭素心ぅ斥術酸化注寿妖t梱出す 3 ：：：と心リ介龍 T 3 こ
と 11‘' で芝百． 介難バ廉it ,1 ，試料 9くよって芳干員るが，甚本的 KIょ同じ原痩,-:::ぶってヽヽ
~. (図 3.4, 5) 

甘四m班東
麟割tS.a.O.

• KI04 
層2 ．蔚即璽麻2t

／磁醸薄負

｛寧悧 kH"゜4
買は K.s.“t k訟

図 3 ．介紬如 1

匹(I•I）
Et叩

図4 ．分紬紐2

ポリ乃や

ロ7~“

ャ ua

図 5 ．介麟磯f~3.

(4)渕定試‘料I)顧侵，収辛＂蒐1定：介雛L たルテニウム 1よ， 1k 級化ナトリウム卦衰＂湯合
,:臼）クルt逍元し，ルテ：：：：ウム酸化嘲ヒし，塩蔽茉戒n 湯合,i念属マりりネシウム紛沫、
て‘正元し，蜃晨Jしテニウムしし，それをれザ過，マウントす 3 。 筒看の収争療l史,i:,水
酸化 T I-リウム落衰＂一卵を介取し吸牝尺卦l足によリ，餞后t. 13 金属 Iレテ：：ウム d平量 I:
り行わ・ 崎殊h方法として，駁4t'..王成 L 葎発 L v: -1献4t 1レテ：：ウムt直裕点リエケ
レンて 1レムJ:_ 1-: 固定し，差1/E.試‘料とす 3 う式があ 3 ． この方；1..,:収争，，裾£ li t'ぎな 11,
（夕）昏具浮釦 7 Iして：祖i科組髪心 II る Iしテニウム 4し合物J K i蔓ガ‘ながり放紺能が検出 s

れることがあ 3. i k ，放射能剰定引際 k用 I ヽ a 1 ルミニ如ム吸収板も通常徽湯な祓射
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能を持って 1\3 のt`、予めゃ、y 7 しておく l)'t'撃があ 3 ． も原弓価d) Iレデニウム化合物9よ、
かラス唐口，紅 L て枡楳i'!n埓染物質 1：：よ＇）迅元され，黒虹甜化 Iレテニウム分 1 ＼し
“lレデニウムfJ徹粒子 Krf？て光着瑣矢しヤす II 。 これを防ぐ K ば，取リ殺うがラス
洛和，わ．立ポ乗 1 ン毛ニウム奉成K 一定痔闇浸漬しり俊，水洗して用ヽI ~とよ 1).
3、 クロス＋ェック

クご言竺□］1:i:
作成された分析法の4言籟ャこと検討す 3 ため k ， 国内の 9 介析兎定構殷i k 訊‘料·i顧虜し，

み·09以9.“
(A) 

＂生初ft "窯虹｀ 1 度勧條叙§籾9 かJ/＜丘，環視該‘料わ＇06RA.濃度g氾経可が k ，免
令T5瑶預を埓 7 てし＼ a と考えられ a. ぅ婚雇伍嘲 AIょ，訊‘料，，汰術能が低可 3‘1 佑90 9 

グ‘ランド＇計荻羨置り紅限矛を割，ており，信酌江l 町II) ’9 料とし ll 不直t`、あふ

4. 
）しテニ如ムを化が加介籐し，痔l足育 a 操ik 漏経 1i lか‘確立し問題3 少｀ rT1 ヽ。 寿I定

信が1ぶがつく専因があい li，言お粁紐t的処理＂段階tふると考えりれ~.
冷K 1む丸して処理すれ 1ぶ，正し、ヽ痢足傾を得ぞす\¥. 注覚、点、ヒ L て,i,試‘料株7K I:.

同蒔 K i旨足その酸ぃ no ぇ忍息吝へII)吸羞を防ぐ‘ミとと 1 便ヽヽもし K 危暮．1よ 4更ゎ1'I''\こと，
a 3 だが豆り‘K 介析に入るこt t‘、あ 3.
渇危生糊t扱差がt'~可能注の尺きヽヽIf) 1;1,灰4じの役9むあぅぅ． 豪 4 k ，乾爆，灰

4と心 ~Iレテ：：：：ウム葎釈＜関す 3 研況例 2 示ず 和し温度が 550°C を超え＆と息奴K揮
散肴がェ犀9 3 のぜ，灰化 I”50~500℃ t‘'行fa う 1如車があ~. 電気炉乙．灰化す 3 喝合
試料位置のう互度と，塾を対 n 示む羞度 1-:: ずれがあ a 戌、ぅ主兎し PF ti.t\.. 11‘方りな\\.

¢ら 切凡ヽ'Vo“‘“'り
中村．鈴木．河Jtt,.c日

II()•C550•c 

あ一一・唖績物亨三ぷ竺言：＇言‘':0;=,、t*;,;:'石．
豪後べ，芥棟用を行ぢウ I＜当た 9, r放貨噂 Iレテ：：ウム介杓:去...1原稟 4R戒年員なりび‘k
ルテ：：ウム研尻念l) す々り曲n t 19 たことを付た．し訊I党·を茶可 3. h あ‘．引用し K 碁複
研究 0 成果、文献K つヽ＼てほ紙佃,, IP~ i'遂ー 9C ご弁 11‘., k ，邑各•f立の街諒）Kt頂ミ 11 ¥¥. 
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IA06 綬見杖肘徘今析ー 1° Iしトニウっム

（金沢大・理）版上 正 4言

長寿命“暉註パげlしに叩‘““：：和1 る和釦そrf)煎I定1も比未この元
和）人註頂ば、畳お砂｀·蓄積量d)増加が予想され 3 ーカ，如の放げ糾鱈生物I学的な危味
心遺灼知叶｀ h ガ＂み，即0)幻繍心恥＂あ 3 。ここで11-環屯輯中 (}}1°l(., L :;..h A 

紅のあり国虹疇す~.
(i)和し戸ゥ謹紅ま毛なく，釘叫。rl と ML釦←碕Iが‘5 ／仔24雌1二り‘
叩こパび、の紐記が1 3 存釦船チ乏が1 て砂 L. なゥぅ滋繹和／0-(～IO}CI
｀原キ釦t I謬訳）存在す 3 こと逗鯰、こ ~I~:~;が閥疇 l二む絆ふ
八(/)疫危比F3 いか｛北瓜8、元J J 1?,.(11,いtfJ酸に位ら凍屋~にょJ l,..,口今卓磁逸
しtfa 11 -~、街のこ (/)“`l.: /)11 1 の合加謹の4応紅及朕しt u i.. 
軌2ン迂湖燻心紅わか；バ這燥もなむ奴豆原水煤喫籟:.ょ II, 2)似 h‘) 叫｀
しf223喩苓心バ也が投む紡床 l“孝逢私介析を／つ 0鋲歿として退展Jもた．れり釦＇
屯阜崎®ム允1道とヽ＇中の土勺 Iこつ 11 ての孔、の磁認（ゆ）ビ‘仁の灰に,'] I/ 1 心叫紐
＂直釦訊パl 、“の知な 2゚ 吐｀直lし鵡紐い戸遺
武、厄璃紐l::: J:. 3 小トラツ 7吟船l 道 II 汗ふ
直）し介しをの4度 20 紆国の、t埠f)なh‘ t＂，介駐ふ：：：ついても,{ 1 ン戻彼抑れ囀り府拝
雌によ 3 肴効玲離が適用年1 よう Iこな＇I. ；彫1見か危着繰親が叫 l, 材な紅砲紺括
むに参1章仔吃ジl コン年嘉砕楕出暑 L滋冴の兎し II 力を瑣嗚分析暑の仕玲t!:-t二t 3 高B
紐依レベ＼ぶス八°り臼メト 11.;' が広く周ぃ 5h3 ように存った。訂：：石:l:/jt-; Jた釦t之
咋化労碍トレーサ.,.....と添h吋 3 炉それにク 11 1.毛 17l熊のみ合げ翌炉扉 5れて 1 9 

た h‘1 s伯佗qA や改(lf6坪糾＂坪均伶K訊）で 23印冴梁鈷がったこ c tあ‘/. 21鬼
咄埠 h"づ斑和なった。．
(/I)：：豆廷蕊奴吐渇 1 りが即鯰用いた玲免f叶碕心l足q知止度し「：：
介~ /Clり0妬lf lこな？ （暉叩輝t｀の 1a ス千ェッ 7 [ひEA 心 II g遣／ 1 莉免生
が参加］，各様園 1:::. rj l口印{¥煮分析邸毅足 (HA5L-300(Ir'1り紐（If勾字］詞
屈． Rap.品ries 瓜 I杭（心）のf1,"”行わ化るようになったタ ク a ステ 1 ッグを
｀士 Levヽ1‘のそのか凡全年嗅I ゞ•7 1 1いうンドの知勉比叫り’(/)もの
り心も佑とすにこ乙択L まれ3 以、もに、紺紅心乾紅l紅紅叫碕£危めて
知バ噂庄たわり‘•印は，叫ぅ 3"知叫心直わた
。 1ごC‘弱私ダ年;\株炉lt卦I史；這琴｛改壌釦砂に． 1土丘如紐躊わ
和炉愴喰h喰訊r.:r~I 鰤 5揖閏 h劣係して｀窃広ち澤勾，レげ‘・ガジX 和'‘の
塚知．浮西屡釆さ 5 I塙如社樟騨咋」疎虹町私紺‘料．虚卜し 1- む尿加した絨）

サカ／ウエ マサ I 7'‘ 
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l:;.. つt l1這咋峠勘細．象蛉方法碩ぱ碕ぅようにわた． Y!-.戸叩
硯L っ 7 ．漆が叶ニウ崎詞：：が 1 ての蒻危厚項釦と国悲庚に初AL よう。
①整わ年（I--しーサー） : 23浣£なわぬ成併化切1.“”1923知L- t/
庫［23nj（い）は叩J1 唸乎，＝煤｀｀生長（亨紐幼正）囀，
邸伐の匂在籾層磁L のため這" □ 特莉期，叩記）＂ヒt成柑(L蒻心
EI り傭製，鉢1幻靭（祖叫）のためf}トしーサ 23笠｛EC)0籾直製
®罰吠痕，紐紅．：；釦鳴{J位）該 I味墳釈釦蜘•生[7rlツ
”卜紅1:::. I'~:..れt""f) 饉螂培湿統tmI;t呼［？しI-しーサーん存／゜(J(Joc
幻V'/ioo"C・叫疇曲錢乃ク桑に加えよくオ祀杵した様殿卓境封＾粁］，：：つ Ii切
細41紐）鴫加）唸叫臼仰Hfi,鴫這厄扉砂訊叶知．徊．
（叫船碩叫0} k理(/I‘虹 L 11 訊 l叶鱈，（幻 IOU鴫ti碕い這卓
ク（り／OH叫豆IMHF ゑ油這 11弁効。呵叫店（し該舶t'‘の H渇け輝公
碍豹虹秀し細虹：象いした。．；註埠涙1イfレ／f--臼 I' て毛知鯰 2検枯。
③因訛衿雑：鴫｛Jt2) また 1 1- Hば（5+［）；銃れ＇即枷かか紐鐸釘

る：： t乙和1困し，釦オン戻橡絹稲け1 ラムまか噂けンな椋雌構溌媒TOA(Tr、`心dlー紐）
叫植｀い詞油出馬;:;雌 l：：ょ喜｛孤）にし乙疇釦砂紐年1｛｛鯰公
叩紐 L たが，前厖 919浪朗詞叩蒻叩雌叩·しがt4灸桁た硝製 l二存効で
ぁ '1 ／代凋“”文詞糾の危も穿すi/jj'杓紅‘に便利t`‘幻
＠到這釦虞：邊羞炒雌昴（犀）230 疫紅l のステンしス札への遺着が有
紅ti（水紅り1-〇 L 卜 ‘9 一訓ぅ鳩合）．；tシン恥｀‘l如叫殿釦ば没I\..
®贄：叫わ冠い国紐靭叩い立りl 頌和
釘）も争 い'IJように 0 ? t生駐国l：：口豹I史が｀今糾釦な灌便．紐如そ
の影崖 1:. J:Jf紐翻米か汎＇久昼免1足叩 Il (1{\‘‘77 り｀、ランt｀・ 1.:. 注意．”『私ど“~I坪んん
(f)虚狂ヽ叶‘‘ーが立、19 のが、，，叱K烙昴枠材の合 1わ叶‘ーよ採t゜ーりや｀岬往 /)5 がん
が“に C““2 f． 筑パぽとして ・シーーン一・1し二之年卑：：む謬1庄Iパi釦＂
々直出律＃盾楳房妹即譴とシン↑しークーに如叫也．［行ぽ促した、I I rA紅：：：
”門舷:;よ 3 紅ti)没豹fが1(?SP) I こど 3 虹I t/JO文t、鵡筑（喝緩i
叫がり卜0 メト、1-I ¢年が吼街知国土して硝灸鵡h吋！まれ｝．

` -ol和田4紐山色とL. (“I\'7 トバ｀lす行Itf炉覧ヒ 24冗呵箪
平喝喰認耀碍急年 9:. t空ましいが、こ如滋像岨今析§召ぉ取研が，紐、
釦知額知ゾ I,:" してのバ＆寸枚に対すi叫 mt如編：：i ‘I 紅）
の輯叫狂/1環味ぁ 3 虚｛ぁ 1/ I 手蟻疇心雌戸謹鐸邸噸復
叩がぃ（五 1f2バ‘—オ字 o_ /,ピン以千）に着且 L た 74 シ 3 ント？ ·1鷹の年
繕いり。、り履雌しして長知叩企A仇旦碍籾I'f、四叶双肝伶
唸ぃ波一邊も多釈‘（ふ譴□；の国8釦‘{/)2作ん叩直（砂叫
噴。閲：： t 1 紐や、唸知‘‘a:. ~ L —寸ーとす 3 勺如の 1 、レfン 7"' メスI\°りト
ぼ風）げI恥‘‘l J. 
h璃心 9^ g,'い庫ヤ，桂．心L足l項］、や玖の:!11へn a得し切サーバーバ庫和 5 の UしばtJ)刃滋江這今翠心） X令ふゎ屯

位和祖訊勾拾i-: J-化蒻‘凡汲位吠I Ill が清 6 されう。 一）い．一
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